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歳入

歳出

　町の家計簿ともいえる令和２年度の決算状況がまとまりました。
　一般会計の決算総額は、歳入 51億 44 万 9,498 円、歳出 50 億 3,011 万 5,959 円で、翌年度へ繰り越すべ
き財源 1,227 万 8,000 円を差し引いた 5,805 万 5,539 円の黒字決算となりました。とはいえやはり本町は自
主財源に乏しく、その大半を地方交付税（国からの交付金）や町債（国や金融機関からの借金）に頼る、依存
型財政が続いています。
　町ではより一層の歳出削減と財源の確保に最大限の努力を図り効率的な財政運営を進めて行きますので、皆
様のご理解とご協力をお願い致します。

５１億４４万円

町の決算状況を、わかりやすく皆様の家計に例えてみると、次のようになります。
（令和２年度の一般会計決算を、同年度末の人口で割ったもの）　（　）内は実数

給料　107,000 円

諸手当　376,000 円

家族からの仕送り　628,000 円

同居家族の収入　25,000 円

貸間の家賃収入　2,000 円

貯金の切り崩し　105,000 円

親類からの融資　101,000 円

ローン借り入れ　473,000 円

食費　222,000 円

光熱水費・電話代　150,000 円

医療費　72,000 円

子どもへの仕送り
808,000 円

貯金の積み立て　89,000 円

改修、家電の購入　333,000 円

ローンの返済　118,000 円

（町税　2億 9937万 3996円）

（国・道支出金　10億5427万8244円）

（地方交付税、交付金、譲与税
17億 6330万 5000円）

（使用料、手数料、分担金、負担金
6938万 799円）

（財産収入　508万 1601円）

（繰入金、繰越金　2億9596万6829円）

（諸収入・寄付金　2億8450万8029円）

（町債　13億 2855万 5000円）

（人件費　6億 2409万 1549円）

（物件費　４億2029万 2602円）

（扶助費　2億 309万 3259円）

（補助費など、繰出金・貸付金、投資及び出資金
22億 6690万 8105円）

（積立金　2億 5013万 6793円）

（維持補修費・普通建設事業費
9億 3405万 7604円）

（元利、公債費　3億3153万6047円）

町民 1 人分の収入を家計に例えると 町財政では
１, ８１７千円

５０億３千万円
町民 1 人分の支出を家計に例えると 町財政では

１, ７９２千円

令和２年度 決算状況
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町民一人当たりの支出をまちの仕事の内容に振り分けると
右表にある町民一人あたりの歳出額 1,792,000 円について、まちが行う様々な事業にどのように
使われているのかをわかりやすく示してみました。

212,000円

議会や役場の
運営のために

528,000円

62,000円

上下水道・国保
などの特別会計に

118,000円 118,000円

住民の健康増進と
環境整備のために

55,000円 103,000 円

383,000 円 72,000円

住民の福祉向上の
ために

商工業の振興の
ために

道路・橋・河川
などの整備のために

学校・社会教育の
充実のために

141,000円

消防施設の
整備のために

農業の振興の
ために

町債の返済の
ために

会　計　名 予算額 歳入 収入率 歳出 執行率

  国民健康保険会計 485,345 457,210 94.2 456,751 94.1

  後期高齢者医療会計 59,748 59,240 99.1 59,240 99.1

  介護保険会計 ( 保険事業勘定 ) 422,383 418,423 99.1 394,677 93.4

  介護保険会計 ( サービス事業勘定 ) 413,712 381,795 92.3 381,795 92.3

  簡易水道事業会計 169,020 170,651 101.0 164,614 97.4

  農業集落排水事業会計 170,000 167,231 98.4 166,786 98.1

特別会計の予算額及び決算状況は次のとおりです。

特 別 会 計 決 算 状 況
（単位：千円、%）


